
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5期目の福岡県地球温暖化防止活動推進センターの指定を受けました！ 

一般財団法人九州環境管理協会は、地球温暖化対策の推進に関する法律の施行に伴って、福岡県よ

り福岡県地球温暖化防止活動推進センターに指定されて以来、19年間（第 1期～第4期）にわたり継続

して県センターを運営してまいりました。今年で 20年目、第５期スタートの節目の年です。 

我が国は、2020 年に「2050 年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、2050 年カ

ーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すこと」を宣言し、2021 年の気候変動サミットでは、「日

本の 2030年度の温室効果ガス排出を 2013年度から 46％削減することを目指す。さらに 50％の

高みに挑戦を続ける」と表明しました。また、福岡県においても 2022 年に「福岡県地球温暖化対策実

行計画（第２次）」を策定し、目標として 2030 年度の温室効果ガス排出を 2013 年度比で 46％削減

し、2050年度までに温室効果ガス排出の実質ゼロを目指すことが掲げられています。 

この地球温暖化対策実行計画を効果的に実施していくため、県センターの役割は益々重要となってお

り、これからも地域の温暖化防止の拠点として、行政・県民・事業者・環境団体と連携し、気候変動対策に

関する普及啓発活動を着実に実施していくことが求められています。 

以上のような状況を踏まえ、当協会としては、次のような基本方針で県センター第 5 期運営に臨みま

す。 

１．福岡県地球温暖化対策実行計画の目標達成に向けての活動 

２．気候変動対策に係る情報の収集・発信 

３．普及啓発及び効果的実践の支援 

４．次世代へのアプローチ 

 

福岡県地球温暖化防止活動推進センターの取組例 

啓発・広報 

福岡県環境家計簿 

活動支援 エコファミリー応援 

出前講座への講師派遣 

エコふぁみアプリ 

啓発チラシ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：環境省 HP デコ活 

https://ondankataisaku
.env.go.jp/decokatsu/ 

デコ活（脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動） 

デコ活とは、二酸化炭素(CO2)を減らす(DE)脱炭

素(Decarbonization)と、環境に良いエコ(Eco)を

含む"デコ"と活動・生活を組み合わせた新しい言葉で

す。『デコ活』で暮らしを彩り豊かに！ 

国は 2050 年のカーボンニュートラルの実現及び 2030 年度の温室効果ガス排出を 2013 年度から 46％

削減することを目指すため、国民の行動変容、ライフスタイル 転換のうねり・ムーブメントを起こすべく、デコ活（脱

炭素につながる新しい豊かな暮らしの実現に向けた国民運動）を推進しています。 

デコ活ウェブサイ

トでは、脱炭素につ

ながる「将来の暮ら

しの全体像・絵姿で

示して、節約額や時

間のメリットなどを

詳しく紹介してい

るよ！

デコ活アクション 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気候変動について考える 

IPCC（気候変動に関する政府間パネル）第 58 回総会が 2023 年３月 13 日から３月 20日にかけ

て開催され、第６次評価報告書（AR6）統合報告書が承認されました。今回は統合報告書の概要及び国

の取組を紹介します。 

今回はその概要などを紹介します。 

Q どのような内容の報告書なの？ 

気候変動の影響・適応・緩和の現状・見通しなどについて報告されています。 

 今回の報告書では、『人間活動が主に温室効果ガスの排出を通して地球温暖化を引き起こしてきたこと

は疑う余地がない』、『継続的な温室効果ガスの排出は更なる地球温暖化をもたらし、短期のうちに

1.5℃に達する』との厳しい見通しが示されました。これは、この 10年間に全ての部門において急速かつ

大幅で、即時の温室効果ガス排出削減の必要性を示すものです。 

 しかし、今すぐ対策を講じることで、海面水位の上昇、洪水の増加、熱中症の増加など、温暖化に関連し

たリスクを抑えることが可能であることも示されました。 

A 

Q 国の取組は？ 

IPCCの科学的知見を踏まえ、政府は、緩和策・適応策の両面から対策を強化することとしています。 

令和５年２月に「GX 実現に向けた基本方針」の閣議決定、その後の「GX 推進法」・「GX 脱炭素電源法」

の成立によって、「成長志向型カーボンプライシング構想」等の新たな政策が具体化されました。 

これらの政策を実行するため「GX 推進法」に基づき、７月には「脱炭素成長型経済構造移行推進戦略」

（GX推進戦略）が定められました。 

これに基づき、政府として、今後 10 年間で 150 兆円を超える官民の GX 投資、成長志向型カーボン

プライシングの導入を実現することで、2050 年カーボンニュートラルと産業競争力強化・経済成長の同

時実現を目指すこととしています。 

さらに、地域脱炭素の推進、住宅の断熱改修支援等、需要側からの取組を進めるとともに、新しい国民

運動を通じて脱炭素で豊かな暮らしへのライフスタイル変革を促しています。また、熱中症による健康被

害を軽減するため、これまでより一段上の「熱中症特別警戒情報」の導入等を盛り込んだ気候変動適応法

等が成立し、熱中症対策を抜本的に強化しています。 

出典：環境省 IPCC 第６次

評価報告書 統合報告書の

概要、第６次評価報告書に

関する環境大臣談話（Ｒ５．

３．２０） 
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センター発 エコトン NEWS 

第 10期推進員 知事から委嘱 

本年 4月 25日、福岡県庁において「第 10期福

岡県地球温暖化防止活動推進員」の委嘱式が行わ

れました。 

今期県知事より委嘱された推進員は合計 93 名

で、任期は令和 7年 3月 31日までの 2年間とな

ります。 

推進員には、地域における温暖化対策を推進す

るリーダーとして資質の向上に努め、自ら日常生活

において温暖化防止活動を実践するとともに、福岡

県、市町村、県センターと連携して、一般家庭や事業

所、学校などで環境家計簿の普及、学習会の開催

等、温暖化対策に係る様々な啓発活動が期待され

ています。 

     各地域の推進員委嘱状況 

地域名 推進員数 

北九州･京築 22名 

福岡･筑紫 13名 

宗像･遠賀 15名 

筑豊 24名 

久留米･北筑後 10名 

大牟田･南筑後  9名 

 

中小規模事業所向け省エネ手引書を作成 

 「中小規模事業所向け省エネ手引書」を昨年度、中
小規模事業者支援の一環で作成しました。本書は大
きく基礎情報編、技術編、支援編の３編で構成されて
います。 

 
〇基礎情報編では、何故企業は省エネに取り組まなけ
ればならないのか、企業にとってメリットがあるの
か簡潔に記載しています。 

 
〇技術編では自社のエネルギー使用量を把握する初
歩的なところから、省エネ計画の進め方、主要な設
備の具体的な対策、実施例を紹介しています。 

 
〇支援編では、専門家からのアドバイスが得られる省
エネ診断事業、省エネ補助金制度、福岡県の融資制
度について紹介しています。 

 
 

 発行者 福岡県地球温暖化防止活動推進センター 

     （一般財団法人 九州環境管理協会） 

 発行年月 令和 5年 9月 

〒813-0004 福岡市東区松香台 1-10-1 

TEL：092-674-2360  FAX：092-674-2361 

Email： fccca@keea.or.jp 

ふくおかエコライフ応援サイトはこちら→   

大学生による環境保護活動 

福岡工業大学で環境イベント、ボランティアに参加している環境ボランティアサークルの「エコ FIT」の活動報告で

す。 

 今年の 3 月にエコ FIT の主催で、海の中道海浜公園の潮見台を使って、ゴミ拾いとワークショップを行い、約 100

組の方々が参加されました。 

 最初に、エコ FIT と参加者が一緒に砂浜でゴミ拾いを行い、そこから潮見台に移動し、海洋ゴミを使ったボールペン

キットを使用してワークショップを行いました。このワークショップは「一般社団法人くらげれんごう」さんに協力してい

ただきました。 

 ボールペンに使う海洋ゴミを楽しそうに選ぶ子ども 

たち、その姿を楽しそうに見守る保護者の方々、可愛 

く完成させたボールペンを誇らしげに示す参加者の 

皆さんの笑顔を見ることが出来て開催してよかったと 

思いました。 

またエコ FITの主催でイベントを開催したいと考えて 

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 

寸劇による環境啓発実演             SDGsカードゲームの講義 

ワークショップの様子 
 

作成したボールペン 
 

〇また、本書は事業者の省エ
ネルギーの取組のレベル
に応じて、初級、中級、上
級とステップアップできる
ように構成しており、本文
には適宜コラムを配置し
て、基礎技術情報について
分かりやすく解説していま
す。 


